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研究成果の概要： 
抗生物質の過剰使用は耐性菌の蔓延をまねく。抗生物質が過剰使用されているとされる状況は

ウイルスが原因の風邪に対する物が多いとされるが、中立なデータ源からのわが国における検

証はこれからである。本研究ではある企業健康保険組合のデータの使用許可を得て、有る特定

の 3ヶ月の期間において特に細菌性と記されていない上気道炎の診断で受診した患者への抗生

物質の処方割合を検討した。2577の受診が対象となりで 60％の上気道炎受診で抗生物質が使用

されていることがわかった。総合すると診療所の方が病院よりも処方割合は高く、処方割合を

基準に施設数の分布を検証したところ２峰性となり、ほぼ全例に抗生物質処方する施設と、症

例を選んで処方する施設の分布の差が見られた形となった。 

さらに、Web 質問法を用いて一般人の意識調査を行ったところ、半数以上がかぜで受診した

際には医師に抗生物質を処方してほしいと思うと答えた。このように一般人の意識としてかぜ

に対しても抗生物質が有効であるという誤解が蔓延していることが明らかになり、今後抗生物

質の過剰使用への対策の一つとして、一般人への教育が必要と考えられる。 
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１．研究開始当初の背景 

抗菌薬の乱用による耐性菌の脅威は世界的

に叫ばれており、昨今我が国でもメディアで

時折取り上げられてきたという経緯がある。

抗菌薬が不必要に処方される場としては単純

な合併症の無い感冒に対しての処方がある。

感冒はその大半がウイルス性であり、また、

２次細菌感染を防ぐ効果もほとんどないこと

が諸研究より明らかになっている。逆に耐性

菌の増加をもたらすこと疫学的知見からも報

告されている3。これらの所見から、公式にも

２００３年呼吸器学会の診療指針4や２００

５年発表の外来小児科学会ワーキンググルー

プのガイドラインでも感冒に対する抗菌薬の

処方を控えるように勧告がなされるようにな

ってきた。 

しかしながら、抗菌薬適正使用のかけ声に

比して、問題の大きさ、原因の究明及び対策

などは本邦においてはあまり明らかになって

いない。質問紙を用いた抗菌剤処方のサーベ

イなどはみられるが、回答率が高くなく、か

つ、回答方法も医療者の自己申告が大半であ

る 6。これらの傾向としては、意識の高い医療

者が選択的に回答する可能性もあり、結果は

抗菌剤処方率も低く、問題の大きさを過小評

価する傾向にある。そのため、そのような偏

りの無いデータを使用することにより、問題

の大きさを把握することが対策を立てること

の第一歩につながる。 

さらに、問題の原因を探ることも大切であ

る。医師が抗菌薬を上気道炎の患者に処方す

る原因としては、「患者が希望するから」とい

うことは頻繁に聞かれる理由である。忙しい

臨床現場においては、抗菌薬を希望する患者

に対して、処方箋を発行するのは非常に短時

間で済むのに対し、患者の希望に反してその

必要性のなさを説くのは非常に時間のかかる

作業であるのは間違いない。しかし、これら

のプロセスが暗黙のうちに患者の希望を医師

が推察して処方がなされることも多い可能性

があるし、逆に本当に上気道炎に対して抗菌

薬が有効であると考え、また処方を希望する

患者が多いのであれば、まさにここに対する

対策を考えなければならない。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、①診療報酬請求情報のよう

に、別目的のために作成されて上気道炎に対

する抗菌薬の処方割合などに人の意識による

バイアスがかからない情報源を用いて、その

処方頻度を同定すること、および②一般人が

上気道炎に対して抗菌薬がどの程度有効であ

ると考えているのかの実態調査を行うこと、

の二つである。 

 

３．研究の方法 

ある企業の健康保険組合に依頼して、あ

る特定の研究期間 3 ヶ月に組合に提出され

た医科・診療報酬請求書（レセプト）過去

の診療報酬請求書を匿名化後に提供を受け

てそれを電子化し解析を行った。まず、こ

れらの診療報酬請求諸情報から病名に上気

道炎であるもの抽出する。その中で肺炎、

尿路感染症、細菌性咽頭炎など、抗菌剤の

処方が医学的に必要とされる病名が同時に

ついているものを除外したのち、解析を行



った。さらに、重症患者を除くために同じ

月に入院があるものは除外、また、レセプ

ト上の対応が不明瞭であるために同じ月の

2 回以上の受診が同一レセプト上に存在す

るものを除外した。これらを使い、特に細

菌性という病名のない上気道炎に対する何

らかの抗菌薬の処方割合を算出した。さら

に、抗菌薬の種類や施設毎の因子をもとに

分析を行った。 

次にWeb上で一般人に対する意識調査を

行った。質問内容としては抗菌薬が「かぜ」

に対して有効かどうかの知識を問う質問、

過去の「かぜ」に対する受診において抗菌

薬が処方されたか、また、説明がなかった

ら、処方されなかったらどのように行動す

るかなどの質問を行った。 

 

 

４．研究成果 

診療報酬請求書の解析においては、2577件

の受診が解析可能であり、全体で 60％の特

に細菌性という記載のない上気道炎受診で

抗生物質が使用されていることがわかった。

最も多く処方されるのは第 3世代セフェム

であり、続いてマクロライド、キノロン系

薬剤の順番であった。抗生剤の処方割合に

関して地域差は見られなかった。総合する

と診療所の方が病院よりも処方割合は高く、

処方割合を基準に施設数の分布を検証した

ところ２峰性となった。一つのピークは９

０％程度の抗生剤処方率の施設であり、も

う一つのピークは４０％程度の処方率であ

りった。このことから、ほぼ全例に抗生物

質処方する施設と、症例を選んで処方する

施設の分布の差が見られた形となった。 

 一般人を対象とした質問紙調査においては

全国の 3277名が回答した。回答者のうち半

数以上がかぜで受診した際には医師に抗生

物質を処方してほしいと思うと答えた。さ

らにかぜで受診した際に抗生物質の説明が

なかったら、6 割が何らかの方法で確認す

ると答え、処方されていないと判明したら、

半数近くが処方を依頼する・理由を尋ねる

とした。このように一般人の意識としてか

ぜに対しても抗生物質が有効であるという

誤解が蔓延していることが明らかになった。

比較的元気な上気道炎患者に対して医師が

患者の期待する医療と明確に異なる医療を

行うのは困難であり、一人一人に対しては

それほど害が少ないものであれば、かかる

時間などにも鑑みて抗生物質を処方する実

態にも理由が無いわけではないと考えられ

る。国民的な教育啓発活動が必要と思われ

る。 
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